







































































































































































































































































































































































































のタイプとレベル（other types and levels）














































































































































































製品単位貢献利益 $50,000 $140,000 $190,000
（－）顧客維持原価 10,000 35,000 45,000
顧客貢献利益 $40,000 $105,000 $145,000
図6 顧客貢献利益を算定するための計算構造
出典：Ali（1994, p. 51）
チャネル１ チャネル２ チャネル３ 総額
顧客貢献利益 $145,000 $595,000 $300,000 $1,040,000
（－）チャネル維持原価 45,000 95,000 65,000 205,000
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高橋賢『直接原価計算論発達史』中央経済社，
2008年．
望月信幸「未利用キャパシティを表示したセグメ
ント貸借対照表と原価管理―責任会計論と管理
者の業績評価の観点から―」『アドミニストレー
ション』第15巻第3･4号，2009年，103-123頁．
門田安弘「『ABC貢献利益法』の提唱―ABCと貢
献利益法との接点」『企業会計』第49巻第9号，
1997年，4-12頁．
ABCの原価階層と貢献利益法の統合―顧客セグメント別損益計算書への適用 119
注
１） 高橋（2008）では，直接原価計算発展に対
するMarpleの貢献が説明されている．詳細は，
高橋（2008，118-119頁）を参照のこと．
２） パネラーおよびコメンテーターは，Kaplan，
Shank，Horngren，Boer，Ferraraであった．
３） Kaplanの原価階層は，Cooper（1990），
あるいはCooper and Kaplan（1991，1999）
などにおいても検討されている．本稿では，原
価階層という言葉が初めて提唱された時点を検
討するためにKaplan et al.（1990）を取りあ
げた．
４） 高橋（2008）では，Kaplanの問題提起に対
して，「この記述は，非常に重要である．これ
以前のABCの論文では，KaplanとCooperは，
明らかに製品単位原価計算を指向していた．そ
れを，この段階では否定しはじめたのである．
結局，原価階層上で上位のレベルの原価を下位
のレベルに割り当ててしまうことは，彼らが当
初批判していた『配賦』と同じ手続になってし
まう，ということに気がついたのであろう」と
指摘している（高橋，2008，266-267頁）．
５） 製品に対する超過キャパシティ原価を示す．
６） 製品ラインに対する超過キャパシティ原価
を示す．
７） 能力に対する超過キャパシティ原価を示す．
８） Ali（1994）では，Batch-Based Costsと
表記している．Kaplan（1990），Cooper and
Kaplan（1999）など原価階層の検討がなされ
た先行研究に基づき，本稿では「バッチレベル
原価」という用語を当てた．
９） Ali（1994）では，Product-Based Costs
と表記している．Kaplan（1990），Cooper
and Kaplan（1999）など原価階層の検討がな
された先行研究に基づき，本稿では「製品レベ
ル原価」という用語を当てた．
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